近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１２クール日報（３月８日～３月１４日）
	報告日
天気
	３月１１日（月）
晴
（気温：３度～１２度）
	報告者
	兵庫県社協　太田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１２クール：大谷、櫻井、齋藤、高田、藤野、末延、松本、上山、古川、太田

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:20 マッチング開始
10:10 ボランティア送り出し完了（御禊、西湊）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:30 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾美術館（２日目）

	
	17:30 終礼
18:10 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:20 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V85名（延べ150名）、現地調査12件（一般12件、現場系0件、キャンセル0件）ニーズ対応23件（うち完了23件、継続0件）］
●マッチング担当
・昨日まで仮置き場（和倉）の待ち時間が最大180分と長時間となっていたため、本日より、前日に搬出物をトラックに積載した廃棄物をオリエンテーション終了後に仮置き場2か所（和倉、中島）へ先遣隊を送り、待ち時間の確認を行った。報告を受けた待ち時間を基にバディコムを活用して仮仮置き場へ指示を出することで、効率的に仮置き場へ廃棄物を搬出することができた。
・仮置き場（大田）が追加となり、仮置き場が計3か所となった。
●資材担当
・資材置き場での待ち時間が発生していたため、昨日、資材置き場の配置を変更した結果、15分程度の時間短縮につながった。
●現地調査担当
・ボランティアコーディネーター3名の参加あり。
●仮仮置き場担当
・仮置き場の作業員によって、受け入れできるものとできない物の判断基準が変わる傾向にある。その日の判断基準に合わせて、仮仮置き場で処理する必要がある。
・ボランティアが怪我等をしてしまった際の応急処置として救急箱を常備しておく必要がある。怪我がないことが前提だが、明日より準備をする。

	今後の主な予定
	●明日3/9日(土)の大きな動き
・本日はニーズ対応を重点的に行ったため、明日は、仮仮置き場の撤収日でもあるため、廃棄物の排出に重点を置いた活動を行う。（活動にメリハリを持たせる）
・明日は雨予報であるため、雨の状況を確認しながらボランティア活動者への声掛けを行う。また、活動の可否についての判断を随時行う。

	調整課題・所感等
	・県ボラバスからのボランティア受け入れ人数が100名になることが決定したとの連絡あり。100名受け入れに向けて近畿ブロックメンバーで意見の出し合いを行った。
・ボランティア1名が仮仮置き場で釘を踏んで怪我をした。保健師からの応急処置を受ける。踏み抜き防止ソール使用などの怪我予防について、七尾市社協のFacebookで発信することなった。

	その他
	・本日、東日本大震災から13年であり、朝礼時に黙祷を行った。また、それぞれの活動班においても、ボランティアに参加された方とともに黙祷を行ったと報告を受けた。
「ユナイテッドかながわ」について、今後も継続して活動に入っていただけることとなった。明日より仮仮置き場の運営に協力していただく。



